
評価の観点 達成度判断基準 評定 分析と次年度に向けての課題
＜努力指標＞
相互の授業参観を行
い、積極的にアドバイ
スを行うことにより、
授業力の改善を行う。

年間５回以上教師相互の授業参観を行うとともに、授業
改善に努めた教員が
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。

Ａ

すべての先生が、授業参観し、５回以上授業参観した人数は５２名
の８８％であった。次年度においても、研究授業や公開授業を数多
く計画し、その機会を活用し、授業改善に努めていきたい。

＜努力指標＞
ALやPBLを取り入れ、生
徒が主体的・能動的に
学べる授業に取り組
む。

ALやPBLを取り入れ授業改善に取り組んだ先生の割合が
Ａ ９０％以上である。
Ｂ ８０％以上である。
Ｃ ７０％以上である。
Ｄ ７０％未満である。

Ａ

授業改善報告において、ＡＬを取り入れた先生は９２％であった。
次年度においても、継続的にＡＬを取り入れた授業改善に取り組む
ように、研究授業や授業研究会を複数回実施したい。ＰＢＬは工業
科を中心に実施しているが、すべての教科での実施を目標に取り組
んでいきたい。

② 学力スタンダードを活
用し、地域に求められ
る質の高い学びの実現
を目指す。

＜満足度指標＞
各教科の指導により、
専門科目の知識が身に
ついたと感じる。

授業により、知識が身に付き、課題を発見する力、解決
する力がついたと感じている生徒が、
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。

Ａ

知識の習得について、身についたと感じている生徒が、８７%で
あった。次年度においても、今年度導入した大型モニターなどＩＣ
Ｔ機器の活用を推進し、わかりやすい授業を展開するとともに、Ａ
Ｌの視点を取り入れた授業によって、課題発見・問題解決する力の
育成に努めていきたい。

<成果指標＞
資格・検定指導を推進
し、ジュニアマイス
ターの認定者を多く輩
出する。

ジュニアマイスターシルバー以上認定者、および認定者
同等のポイントを有する人数が、
Ａ ６０名以上である。
Ｂ ５０名以上である。
Ｃ ４０名以上である。
Ｄ ４０名未満である。

Ａ

ジュニアマイスター申請者の数は１月末現在、特別表彰２名、ゴー
ルド３０名、シルバー４３名の合計７５名であった。資格取得に対
する指導体制の充実や資格取得への啓発により昨年度の５０名対し
て１５０％に達した。生徒が資格取得に前向きになれるような指導
を心がけていきたい。

＜満足度指標＞
各教科の指導により、
専門科目の技能が身に
ついたと感じる。

授業により，専門科目の技能が身に付き、課題を発見す
る力、解決する力がついたと感じている生徒が、
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。

Ａ

専門科目の技能の習得について、身についたと感じている生徒が昨
年度に引き続き９０%代であった。さらに多くの生徒の技能習得に
むけて、指導方法の改善・工夫をすることで満足度を高め、生徒の
学習意欲を育んでいきたい。

<成果指標＞
ものづくり大会やロ
ボットコンテスト等の
コンテストにおいて上
位進出を目指す。

今年度のものづくり大会やロボットコンテスト等のコン
テストにおいて
Ａ 全国大会で上位に入賞することができた。
Ｂ 全国大会に出場することができた。
Ｃ 北信越大会に出場することができた。
Ｄ 県大会出場にとどまった。

Ｂ

ものづくりコンテストでは、６部門中５部門（旋盤部門、電気工事
部門、電子回路部門、木工加工部門、化学分析部門）で優勝し、北
信越大会に出場した。また、ロボットコンテストは県大会で優勝
し、全国大会にした。さらに、ロボットアメリカンフットボール大
会では県大会で２位となり全国大会に出場した。

② 進路実現を確実なもの
とするため、インター
ンシップ、デュアルシ
ステム等の体験的学習
を全科積極的に取り組
むとともに、学習の習
慣化を図り、基礎学力
の充実・定着を図る。

＜努力指標＞
学習と部活動の両立を
目指し、気概と努力が
大切であると実感させ
る。

学習と部活動を両立できたと答える生徒が
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。 Ｂ

学習と部活動の両立について努力している生徒は、1年生が７
３％、２年生が６８％、３年生が７０％、全学年で７０％であっ
た。昨年度と比較すると全体として１％上昇したが、２年生の割合
が４％低下した。２年生は学校生活にも慣れたが、やや文武両道に
苦戦している。しっかりと学習と部活動の両立に努めるよう部活動
の取り組み方や生活習慣の確立等について指導していきたい。

学校関係者評価委員の評価

重点目標 具体的取組

平成30年度　　学　校　評　価　（最終評価）
石川県立小松工業高等学校

① 生徒の基礎学力の定着
と授業規律の確保を目
指す。ALやPBLを取り入
れた能動的な授業改善
に取り組む。また、中
高連携・高大連携研
修、教師相互の授業参
観、研究協議会等を通
じて授業力の向上を追
求する。

主体的・対話的で深
い学びにつながる授
業の実践を通して、
基礎的・基本的な知
識と技能の定着を図
るとともに、問題発
見力・問題解決力・
創造力等の育成を図
る。

1

① 専門高校における知
識・技能の習得のバロ
メーターである資格取
得・検定合格に向けて
積極的に取り組む。ま
た、ものづくりの技術
を向上させ、各種大会
等で成果を上げる。

2  ものづくりによる実
践的な技術・技能の
習得や、デュアルシ
ステム等の体験的学
習に積極的に取り組
み、地域に貢献でき
る人材の育成と個々
の生徒の適性に応じ
た進路の実現を図
る。

学校関係者評価委員の評価を踏まえた
今後の改善方策

・自校の教員相互の授業参観だけでなく、他校の授業参観等でも授業改善を行っていることは良い。今後も実施してほしい。
・ＡＬを取り入れた授業の中で、理解できた生徒ができない生徒に教えていた。教えあうことで、お互いに知識の深まりができ良かった。

・今年度、教育ウイークに他校の授業参観を若手教員を中心に実施した。今後は、高校だけでなく中学校へも参観し、教員の授業力向上に取り組んでいく。

学校関係者評価委員の評価
・教師間での技術継承がうまく行えていることで、各種大会において優勝するなど、成果がでていると感じた。
・各種コンテストや大会に取り組む教師の姿に生徒が共鳴し、生徒が主体的に取り組み頑張る姿が伺えて良かった。

学校関係者評価委員の評価を踏まえた
今後の改善方策

・働き方改革を進めながらも、資格取得・ものづくりコンテスト等指導の充実により、専門高校としての実践的な技術・技能の習得や地域に貢献できる人材
の育成に努め、生徒の適性に応じた進路実現を図る。



評価の観点 達成度判断基準 評定 分析と次年度に向けての課題重点目標 具体的取組

平成30年度　　学　校　評　価　（最終評価）
石川県立小松工業高等学校

＜成果指標＞
３年間継続して、部活
動に参加する。

３年間部活動に参加していた生徒が、
Ａ　９０％以上である。
Ｂ　８０％以上である。
Ｃ　７０％以上である。
Ｄ　７０％未満である。

Ｂ

３年間部活動を継続した生徒は８６％であった。１，２年生で土台
をしっかり作り上げられるよう活動を充実させていきたい。
（２年生加入率：９５％）

＜成果指標＞
県内での上位進出の状
況をみる。

県総体の成績で団体，個人ベスト４以上の種目が
Ａ １０種目以上あった
Ｂ ７～９種目であった。
Ｃ ４～６種目であった。
Ｄ ４種目未満であった。

Ａ

県総体でベスト４以上の結果は、８競技５６種目であった。全国総
体のウエイトリフティング部個人で全国優勝を達成するなどの活躍
が見られた。今後も限られた時間の中で、効率的・効果的な活動を
充実させていきたい。

＜成果指標＞
遅刻件数の前年度比か
ら判断する。

前年度と比較し，遅刻件数が
Ａ ２５％以上減少した。
Ｂ １５～２５％減少した。
Ｃ 　５～１５％減少した。
Ｄ 　５％未満であった。

Ｂ

10月実施の自治委員を活用した取り組みである「遅刻防止週間」に
より、昨年度より２３％減少できた。次年度は、「遅刻防止週間」
を1学期に1回増やし「年2回」の取り組みにより生徒の生活習慣の
確立に努めていきたい。

＜成果指標＞
自転車交通違反指導件
数から判断する。

前年度と比較し，違反件数が
Ａ ３０％以上減少した。
Ｂ ２０～２９％減少した。
Ｃ １０～１９％減少した。
Ｄ １０％未満であった。

Ｄ

違反件数は昨年度より減少とは至らなかった。下校時間違反が集中
していることからこの時間帯の指導を強化するとともに生徒・保護
者に対して生命を尊重する具体的な態度をあらゆる機会を捉えて発
信し、交通違反に対する意識の改善を図っていきたい。

＜満足度指標＞
生徒の自己評価から判
断する。

自ら進んで挨拶できたと答える生徒が、
Ａ　８０％以上である。
Ｂ　７０％以上である。
Ｃ　６０％以上である。
Ｄ　６０％未満である。

Ａ

自ら挨拶ができると答える生徒は８４％であった。昨年度の８１％
に比べると今年度は若干上昇した。社会における挨拶の大切さとそ
の役割を職業教育や、挨拶・５Ｓ等のキャリア教育をとおしてさら
に指導していきたい。

＜努力目標＞
生徒の状況を的確に把
握し、生徒一人一人の
成長に応じた指導に努
める。

生徒情報を共有し、共通理解のもと生徒に寄り添った指
導を心がけた教員が
Ａ　８０％以上である。
Ｂ　７０％以上である。
Ｃ　６０％以上である。
Ｄ　６０％未満である。

Ａ

生徒情報を共有し、共通理解のもと生徒に寄り添った指導ができ
た、心がけた教員が９３％であった。生徒一人一人に応じた指導に
努めるよう一層指導していきたい。

4 全職員が５Ｓ(整理・
整頓・清掃・清潔・
躾）に努め、ムダの
削減・見える化・業
務の平準化を推進す
ることで業務効率化
を図る。

① 職員が５Ｓ(整理・整
頓・清掃・清潔・躾）
の意味と進め方を共有
する。重点的に２Ｓ
（整理・整頓）を進め
ることで見える化を進
め、業務のムダを削減
する。

＜努力目標＞
必要性・使用頻度に応
じ整理・整頓を行い業
務効率化に取り組む。

５Ｓ(整理・整頓・清掃・清潔・躾）の意味と進め方を
理解し、物品や電子データ等の２Ｓ（整理・整頓）を行
い業務効率化に取り組んだ職員が
Ａ ８０％以上である。
Ｂ ７０％以上である。
Ｃ ６０％以上である。
Ｄ ６０％未満である。

Ａ

５Ｓ活動に取り組んだ職員は９２％であった。また、５Ｓが時間の
短縮や業務改善に反映したと感じた職員は６５％であり、５Ｓ活動
が業務の効率化につながっていることがうかがえる。また、５Ｓ活
動への意識が高まった職員は７７％であり、５Ｓ委員会の活動を通
して、職員の更なる意識改革に努めていきたい。

① 生徒が積極的に部活動
に参加し、県内外で成
果をあげることで、周
囲の期待に応えられる
よう、部活動の活性化
に取り組む。

品位ある服装、爽やか
な挨拶、時間厳守な
ど、進路実現に直結す
る生活姿勢の改善に生
徒自らが意識して取り
組むよう指導する。ま
た、学警連携を密にす
るとともに、学年集会
やおもてなし講話、警
察署による講話等を通
して安全・安心な学校
及び生徒の規範意識の
確立に取り組む。

②

「学警連携」「部活
動の活性化」「教員
の組織連携強化」
「校内研修の充実」
等を通して、生徒の
規範意識やマナーの
醸成を図り、生徒に
とって安全・安心な
学校作りを目指し、
社会人として必要な
人間力を備えた人材
の育成を図る。

3

学校関係者評価委員の評価を踏まえた
今後の改善方策

・年度当初に比べ、意識改革は進んでいるが、更なるムダの見直しを図るとともに、５Ｓ委員会の活動を通して、職員の更なる意識改革に努めていきたい。

学校関係者評価委員の評価
・自転車交通違反件数が多いのは、重大な事故につながる可能性があるのでしっかり指導してほしい。
・挨拶は、他校に比べ、声に張りがあり、印象はよい。

学校関係者評価委員の評価を踏まえた
今後の改善方策

・学警連携を密にし、下校時間帯を中心とした校外指導を強化するとともに、生徒・保護者に対して生命を尊重する具体的な態度をあらゆる機会を捉えて発
信し、交通違反に対する意識の改善を図る。

学校関係者評価委員の評価
・先生方の頑張りを尊重しながらも、ムダを見直し、５Ｓを進めてほしい。
・企業では、ワーキングチャットを活用し、会議等の削減に努めている。


